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高齢者の人権に関する法的拘束力のある文書の
全体的枠組み、構成、および指針となる原則
に関する意見
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Unia（ユニア）について
ユニアは、平等を促進し、差別と闘う独立した公的機関です。私たちは、社会のあらゆる分野において、すべての人が、包摂的かつ平等に参加できるよう努めています。
· ユニアはベルギーにおいて、差別と闘い、平等を促進する平等機関としての任務をもっています。
· 人権機関として、私たちは障害のある人の権利を守っています。
· ユニアは、国連が支援する「国内人権機関世界連合（GANHRI）」により、Bステータスの国家人権機関として正式に認定されています。

高齢者の人権に関する法的拘束力のある文書への意見
法的拘束力のある文書は、高齢者の権利を保障するために不可欠な一歩です。このような条約は、差別と闘い、平等を促進するための一般的な枠組みを提供し、世界中のどこにいようとも高齢者に国際的な保護をもたらすでしょう。高齢者は自らの人権についてより深く理解できるようになり、独立した機関が高齢者の権利が尊重されているかどうかを監視できるようになり、また、高齢者は権利侵害を通報できるようになります。例えば、コロナ禍において、ケア施設に入所している高齢者は、自らの権利や自由が侵害される極めて高いリスクに直面しました。これは、多くの入居者が手厚いケアを必要としていたことや、集団生活環境での日常生活という要素に加え、完全かつ平等な市民としての彼らのニーズや権利に対する配慮が欠けていたことによるものです。発言権、参加、自律は、しばしば最初に失われる基本的権利です。だからこそ、政策措置を講じる際には、脆弱な立場にあるグループに特に注意を払わなければなりません。新型コロナウイルスのパンデミックは、人権がいかに相互に関連し合い、時に互いに衝突し得るかを浮き彫りにしました。これらを調和させ、バランスを取ることは困難な場合がありますが、条約はこれに対する明確な枠組みを提供することができます。
国連障害者権利条約はまた、そのような条約が人々の意識に真の変化をもたらし得ることを私たちに示しました。この条約は、障害のある人がもはや声や意見を持たず、援助や慈善に依存する存在ではなく、他のすべての市民と同様に権利をもつ人間であることを明確にしています。国連条約は、障害の有無や特定の年齢かどうかにかかわらず、すべての人があらゆる人権を享受できなければならないと定める明確な枠組みを提供します。
年齢による差別に関する我々の調査は、年齢が社会において排除の広範な根拠となっていることを示しています。その結果から、年齢による差別は様々な年齢層の人に影響を及ぼしており、特に高齢者が最も深刻な影響を受けていることが明らかになりました。これは、有償労働、無償労働、住宅、金融サービス、公共・社会サービス、医療・ケア、移動、公共空間、レジャー、小売・接客業、デジタル化など、日常生活の様々な領域で顕在化しています。その影響は現実のものであり、とりわけ人々の生活の質、権利へのアクセス、経済的安定、社会参加などに影響しています。さらに、年齢による差別は、他の形態の排除も経験している人々にとって、より重くのしかかっているようです。人種的少数者、障害のある人、貧困層、LGBTI+の人、女性、ノンバイナリーの人々は、年齢による差別が他の形態の排除と交差する具体的な経験を報告しています。
国連条約は法的拘束力を持つ文書であり、既存の人権条約や宣言に定められた原則との整合性を確保するとともに、高齢者の人権に対する適切な保護を保証するものです。
（翻訳・佐藤久夫、　　　　）
18

image4.png




image5.png
AN A\
'UN I YA




image6.png
AT
UANAI A




image1.png




image2.png




image3.png




